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天城町町制施行６０周年記念式典

令和３年１０月３０日（土）午後２時～

天城町防災センター

司会 西 ひろみ

○ オープニング

島唄 中島 清彦 様

○ 式 典 次 第

１． 開 式

２． 国歌斉唱

３． 町民の歌斉唱

４． 式辞 天城町長 森田 弘光

５． 町政功労者表彰・感謝状贈呈

６． 来賓祝辞 鹿児島県知事 塩田 康一 様

鹿児島県議会議長 田之上 耕三 様

大島郡町村会長 高岡 秀規 様

７． 祝電披露

８． 記念講演

宇賀神 知則 環境省 沖縄奄美自然環境事務所長

演 題 ： 徳之島・天城町 世界自然遺産登録、そして未来へ

９． 閉 式 天城町議会議長 柏井 洋一
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 天 城 町 町 制 施 行 6 0 周 年 記 念 式 典 表 彰 者 

部 門・分 野 氏　　名 住　所 部 門・分 野 氏　　名 住　所

【自治功労部門】 消防 宮内　一二 平土野

大久　幸助 浅間 【教育文化功労部門】

寿　洋一郎 前野 重田　精一(故人) 平土野

吉岡　光一 浅間 春　利正 瀬滝

歴代議会議長 前田　芳作 松原 川村　善良 岡前

叶　福次郎 兼久 和田　光友 兼久

田原　廣秀 瀬滝 禱　米 平土野

鶴　博典 天城 神田　浩生 天城

徳田　睦男(故人) 前野 里村　ハル子 松原

牧園　哲次 浅間 武原　美惠 松原

碇　源二郎 前野 中村　君代 平土野

禱　米 平土野 西　慶蔵 松原

院田　吉雄 瀬滝 岡村　隆博 浅間

川村　善良 岡前 芝田　進郎 西阿木名

里山　隆三(故人) 平土野 下村　キヨ 前野

田川　忠良 浅間 直林　フジ子 瀬滝

豊村　祐一 三京 西　繁夫 松原

中島　道雄 松原 松林　照雄 平土野

新納　啓武 天城 松村　義則 浅間

西　繁夫 松原 松元　勝良 松原

久川　光國 兼久 森田　マキ子 前野

前田　東三 平土野 【スポーツ振興功労部門】

前田　とも子 与名間 大吉　皓一郎 平土野

前田　豊宏 浅間 記原　健一郎(故人) 天城

松　裕博 平土野 徳田　睦男(故人) 前野

森田　信良(故人) 前野 中原　博幸 平土野

禱　米 平土野 宮山　米蔵 大津川

大吉　美枝 平土野 【産業経済功労部門】

久保　晴美 天城 木村　憲一郎 瀬滝

壽　八重子 兼久 重田　浩次 瀬滝

順　秀子 天城 竹田　邦男 前野

中島　道雄 松原 仲　公男 西阿木名

西松　文良 天城 中島　正博 松原

盛田　修市 瀬滝 新納　啓武 天城

雪山　美代 天城 新田　和枝 松原

秋田　浩平 兼久 久田　喜一郎 松原

上岡　義茂 浅間 前川　幸枝 松原

西松　哲一 平土野 吉川　一夫(故人) 瀬滝

歴代町長
歴代教育長

学校教育

歴代議会議員

社会教育

社会体育

消防

自治活動

文化・文化財

交通

農業振興
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 天 城 町 町 制 施 行 6 0 周 年 記 念 式 典 表 彰 者 

部 門・分 野 氏　　名 住　所 部 門・分 野 氏　　名 住　所

農業振興 若山　秀也 三京 山田　渉 兼久

貴島　教秀 平土野 琉　敏明(故人) 天城

久田　勝清 松原 平　ふじ(故人) 瀬滝

保村　豊久 浅間 髙　とし子 与名間

兼田　孝一郎 三京 石　さと子 平土野

城　哲弘 松原 野村　盛茂 兼久

豊　幸一郎 天城 森田　マキ子 前野

盛喜　信男 大津川 安田　ヒロエ 兼久

山田　三千男 西阿木名 保村　伸子 浅間

中山　浩樹 兼久 【一般篤行部門】

新田　功吉 松原 田井　一郎 東京都

福山　雅泰 前野 【感謝状】

林業振興 中野　文太郎 松原 上原　勇一郎 大阪府

柏井　洋一 平土野 窪田　庫人 西阿木名

宮内　一二 平土野 鈴木　竜爾 徳之島町

【社会福祉、衛生功労部門】 瀬川　裕美 いちき串木野市

院田　吉雄 瀬滝 広部　俊明 東京都

樗木　チネ子 浅間 すくすく会 平土野

川村　善良 岡前 空の駅 浅間

川元　あき 浅間

熊山　マサ(故人) 平土野

加　千鶴子 瀬滝

泰良　幸子 松原

髙　美智子 与名間

武原　ケイ子 松原

田中　七生 天城

常山　七七エ 瀬滝

東江　サダ(故人) 松原

豊島　久代 与名間

永藏　チヅ子 西阿木名

中島　美重子 平土野

仲山　光美 岡前

西川　千枝 平土野

西村　助應(故人) 西阿木名

前田　豊宏 浅間

松村　佐弓 当部

※　各分野ごとに50音順かつ個人、団体順で掲載しています。

社会福祉活動

糖業振興

畜産振興

園芸振興

商業振興

障がい福祉

社会福祉活動
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記 念 講 演

講 師 紹 介

宇賀神 知則 （うがじん とものり） 先生

昭和４６年２月１７日生、東京都出身、A型

東京都立青井高校、筑波大学大学院環境科学研究科修了

平成７年４月 環境庁（現：環境省）入庁

大山隠岐、山陰海岸、上信越高原、利尻礼文サロベツ、大雪山、支笏洞爺、日光、

尾瀬、瀬戸内海、足摺宇和海の各国立公園の管理運営を現場で担当。自然環境局

では、国立公園、外来生物、自然ふれあい業務や鳥獣保護法改正を担当。国土交

通省国土計画局出向、環境大臣政務官秘書官、福島第一原発事故に伴う中間貯蔵

施設の現地工事責任者（中間貯蔵浜通り事務所長）、四国事務所長、新宿御苑管

理事務所長（併任・自然環境局総務課国民公園室長）を経て、令和３年８月から、

九州地方環境事務所保全統括官、併任・沖縄奄美自然環境事務所長（現職）

メ モ
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天 城 町 の あ ゆ み

年号（西暦） お も な で き ご と

昭和３６年

（１９６１年）

昭和３７年

（１９６２年）

昭和３８年

（１９６３年）

昭和３９年

（１９６４年）

昭和４０年

（１９６５年）

昭和４１年

（１９６６年）

昭和４２年

（１９６７年）

・１月１日町制施行 天城町となる

・義宮殿下御来島

・町営畜産センター完成（旧兼久小跡）

・台風１８号来襲、災害援助法適用

・大島糖業平土野工場 能力 150トンを 300トンに増強
・天城町農業協同組合設立

・徳之島空港開港

・平土野港・役場庁舎落成

・西郷南州祭挙行（85年祭）
・さとうきびの農協一元集荷始まる

・徳之島空港落成（滑走路 1,400ｍ・幅員 70ｍ）
・学校完全給食を岡前小学校で開始

・交通安全都市宣言

・農村三作運動「仲間づくり、物づくり、環境づくり」開始

・復帰 10周年記念式典
・行政無線電話設置

・伝票会計制度の実施（庁内）

・奄美群島振興特別措置法公布（過去 10年間に引き続き 43年度まで）
・公募により、天城町紋章を制定する

・東京オリンピック開催される

・平土野警察官派出所落成

・西阿木名小学校三京分校２学年増設の６学年分校となる

・徳之島空港にＹＳ－１１就航

・大島糖業平土野工場能力増強で 800トン
・国勢調査（人口 11,793名・世帯数 2,785戸）
・天城町例規集刊行

・大島電力 24時間送電開始
・第二鹿児島商工高等学校開校（生徒数 137名）
・南西糖業株式会社発足（大島糖業、大洋殖産の合併）

・県営南部ダム起工

・町議会定例会の回数改正

・大島電力平土野発電所２号機 1,000kw完成
・第３回産業祭、第４回三作運動推進大会

・伊東政務次官、金丸県知事一行来町視察

・明治 100年記念事業推進協議会発足
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昭和４３年

（１９６８年）

昭和４４年

（１９６９年）

昭和４５年

（１９７０年）

昭和４６年

（１９７１年）

昭和４７年

（１９７２年）

昭和４８年

（１９７３年）

昭和４９年

（１９７４年）

昭和５０年

（１９７５年）

昭和５１年

（１９７６年）

・天城町文化財保護条例制定

・町内全小中学宿日直廃止

・奄美大島総合社会教育研究会、徳之島三町で開催

・天城小学校創立 70周年記念式典、及び体育館落成
・明治 100年記念式典
・奄美群島振興特別措置法改定（10年間延長）
・高松宮両殿下御来島

・天城町体育協会発足

・天城町振興基本計画審議会条例制定

・県営南部ダム完成

・天城町振興基本計画議決

・過疎地域緊急対策措置法により過疎町の指定

・照国郵船八坂丸、平土野港上下線寄港

・国勢調査 人口 9,822名・世帯数 2,597戸
・県知事選挙金丸三郎氏再選

・県知事と語る会（徳之島にて）

・農村集団電話開設

・奄美十景に犬の門蓋、むしろ瀬入選

・日本列島改造論発表される

・皇太子・美智子妃両殿下御来島

・太陽国体炬火リレー（町内）

・九州電力㈱は大島電力㈱を吸収合併

・中央公民館落成

・江崎自治大臣来島視察

・会費制による結婚披露宴第一号誕生

・奄美群島国定公園に指定（むしろ瀬、犬の門蓋）

・徳之島地域にさとうきび黒穂病発生

・徳之島空港ターミナルビル落成

・さとうきび生産者手取価格トン当たり 15,000円
・集中豪雨被害甚大（７月と 10月）
・県奄美農業総合センター完成

・特攻平和慰霊碑建立除幕式

・国勢調査 人口 9,153名・世帯数 2,618戸
・鹿児島地方法務局天城出張所新築落成

・徳之島空港航空灯火共用開始（昼間照明）

・町中央公民館に高倉を復元設置

・核燃料再処理工場建設反対の運動高まる

・塩田発祥の地記念碑建立
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昭和５２年

（１９７７年）

昭和５３年

（１９７８年）

昭和５４年

（１９７９年）

昭和５５年

（１９８０年）

昭和５６年

（１９８１年）

昭和５７年

（１９８２年）

昭和５８年

（１９８３年）

昭和５９年

（１９８４年）

昭和６０年

・全国ダイヤル即時通話開局

・飲酒運転追放宣言

・町農協の養豚肥育センター完成

・徳 三宝胸像除幕式

・西郷隆盛百年記念式典

・ＮＨＫによる天城町から全国へ、初めての実況中継（1/1～1/3）
・天城町文化財保護条例制定

・52・53年期さとうきび生産量大島郡で第１位（121,071トン）
・復帰 25周年記念植樹
・第５回全郡青年大会開催

・天城町誌発行

・さとうきび碑建立（12万トン達成記念）
・町政座談会開催（５年目）

・姉妹町盟約宣言（天城町、喜界町、瀬戸内町、知名町）

・フェリーきかい就航、平土野港に初接岸

・町議会・核燃料再処理工場建設反対決議

・当部分校閉校、72年の歴史に幕
・徳之島空港供用開始（滑走路 2,000ｍ、昼夜間照明）
・給食センター開設、業務開始

・ジェット機就航（ＤＣ－9型）開港式、空港新ビル落成式
・国勢調査 人口 8,775名・世帯数 2,768戸
・さとうきび生産量群島第１位（121,597トン４年連続第１位）
・兼久地区振興センター落成

・町民憲章制定（町花にツツジ、町木にソテツ）

・町制施行 20周年記念式典挙行
・鈴木善幸総理大臣来島

・平土野みなと児童公園開園

・特別養護老人ホーム「天寿園」開園

・北中学校夜間照明施設完成

・奄美群島内ドルニエ機就航

・奄美群島振興開発特別措置法延長（５ヶ年）

・天城中学校柔剣道場落成

・第１回天城町社会教育大会開催

・法務局天城出張所存続５ヶ年間延長

・徳之島地区消防組合発足、天城分遣所業務開始

・基盤整備進む（県 営…天城、天城南部、第 2天城南部天城北部地区
団体営…松原、瀬滝、北袋当部地区）

・第 29回奄美群島市町村議員大会開催
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（１９８５年）

昭和６１年

（１９８６年）

昭和６２年

（１９８７年）

昭和６３年

（１９８８年）

平成元年

（１９８９年）

平成２年

（１９９０年）

平成３年

（１９９１年）

・西阿木名郵便局開局 50周年記念式典
・徳之島商工高等学校創立 20周年記念式典
・国勢調査 8,485名・世帯数 2,863戸
・西阿木名地区振興センター落成

・さとうきび生産史上最高の豊作（132,369トン）
・Ｂ＆Ｇ天城海洋センターオープン

・土地改良移動相談開設（鎌田知事来島）

・九州農政局徳之島開拓建設事業所開所式

・Ｂ＆Ｇ天城海洋センター艇庫開き

・天城町総合運動公園陸上競技場開き

・鎌田知事を迎え「地域おこし車座対話」開催

・西阿木名に公共育成牧場完成

・さとうきび生産者手取価格トン当たり 20,910円
・平土野港待合所完成

・第１回わいどわいど徳之島トライアスロン大会開催

・コロンブスの船マリガランテ号平土野港寄港

・サンライフ運動 10周年記念植樹
・さとうきび生産者手取価格トン当たり 20,490円
・天城小学校創立 90周年記念式典
・天城町クリーンセンター落成

・第１回秋利神フルマラソン大会開催

・昭和天皇崩御 新年号「平成」がスタート

・兼久小学校にプール完成

・与名間分校創立 70周年式典
・新造船「フェリーあまみ」平土野港入港

・天城町教育文化振興の町を宣言

・第２回トライアスロンＩＮ徳之島大会、第 16回全郡青年大会開催
・天城農産加工研修センター落成

・ウリミバエ根絶宣言

・岡前小学校にプール完成

・国営徳之島用水事業（三京ダム）調査始まる

・フィリピン・ネグロス島のシライ市と姉妹盟約

・徳之島空港ジェット化開港 10周年記念祝賀会
・国勢調査 人口 7,874名・世帯数 2,860戸
・Ｂ＆Ｇ財団天城海洋センター無償譲渡

・徳之島警察署平土野駐在所新築移転

・瀬滝地区構造改善センター落成

・町制施行 30周年記念式典挙行
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平成４年

（１９９２年）

平成５年

（１９９３年）

平成６年

（１９９４年）

平成７年

（１９９５年）

平成８年

（１９９６年）

平成９年

（１９９７年）

・広報あまぎ「縮刷版」を発行

・町制施行 30周年記念誌発行
・天城中学校にプール完成

・町立図書館落成

・神奈川電算㈱徳之島事業所開業

・学校週５日制スタート

・さとうきび生産者手取価格トン当たり 20,410円
・第１回天城町生涯学習まちづくり推進大会開催

・第 40回衆議院議員選挙、奄美から衆議院２人当選
・２度の台風襲来によるサトウキビ生産量大幅減

・奄美群島復帰 40周年記念・奄美県体軟式野球競技大会
・シライ市ベレス市長来町及び徳之島商工高校とメモリアル高校との

姉妹盟約締結

・奄美農業センターの管理運営を町に移管

・小澤国土庁長官来町

・北中学校卓球部全国大会初優勝

・サトウキビ品質取引元年

・新庁舎完成

・徳之島警察署松原駐在所新築落成

・阪神大震災調査団派遣

・戦後 50周年記念式典
・国勢調査 人口 7,365名・世帯数 2,802戸
・大阪直行便就航

・役場庁舎ニューオフィス賞受賞

・元天城町長 吉岡為良氏町民葬

・南西糖業徳和瀬工場操業休止

・歴史文化産業科学資料センター ユイの館落成オープン

・天城町電算システム本稼働

・群島初西見健吉選手アトランタオリンピック出場

・老人保健施設「愛心園」オープン

・秋利神架橋開通

・県民文化祭・第 5回大島地区広域文化祭開催
・南西糖業株式会社平土野工場休止

・映画「虹をつかむ男」（主演：西田敏行）ロケ隊来島

・待望の町漁協施設が完成

・屋内ゲートボール場「スパーク天城」完成

・北中学校新校舎落成

・天城町シルバー人材センター発足
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平成１０年

（１９９８年）

平成１１年

（１９９９年）

平成１２年

（２０００年）

平成１３年

（２００１年）

平成１４年

（２００２年）

平成１５年

（２００３年）

平成１６年

（２００４年）

平成１７年

（２００５年）

・大阪直行便休止

・徳之島用水着手

・バレイショ新集選果場オープン

・西阿木名小中学校プール完成

・天城町ユイの里テレビ（ＡＹＴ）開局

・町議定数２０人から１８人に削減

・松山京子さん民謡日本一

・天城小学校創立１００周年

・保ぬせさん長寿奄美一

・航空防除、自主防除に

・平ふじさん藍綬褒賞受賞

・北中学校創立５０周年

・第１１回徳之島マラソン大会

・第１回秋利神こどもの国フェスタ大会

・高橋尚子（積水科学）選手シドニー五輪の最終選考レースに向けて

徳之島合宿

・尚子ロード記念碑建立

・天城町指定金融機関（ＪＡ天城）業務開始

・国勢調査 人口 7,212名・世帯数 2,838戸
・クロスカントリー整備事業着工

・天城タウンネットワーク開所式

・南西糖業(株)平土野工場解体
・獣医師住宅新築

・天城町クロスカントリーパーク整備

・第１回クロスカントリー大会

・奄美農業総合センター閉所及び無償譲渡式

・天城小学校体育館新築落成祝賀会

・気象庁航空気象業務委託開始

・大韓民国清道郡友好交流訪問

・徳之島愛ランドクリーンセンター稼働

・牧園真悟くん（岡前小４年）全日本小学生相撲で２位

・大島松原郵便局舎新築落成

・韓国清道郡一行来島

・奄美群島日本復帰５０周年

・天城小学校校舎新築落成

・家畜敷料生産施設稼働

・徳之島３町による合併住民投票

・町議定数１８人から１４人に削減
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平成１８年

（２００６年）

平成１９年

（２００７年）

平成２０年

（２００８年）

平成２１年

（２００９年）

平成２２年

（２０１０年）

平成２３年

・天城中学校校舎起工式

・徳之島ダム付け替え道路橋梁開通式

・国勢調査 人口 7,020名・世帯数 2,844戸
・地域包括支援センター設置

・新造船「フェリーあまみ」就航

・三京地区に荒茶加工施設が完成

・徳之島漁業協同組合開業式

・天城中学校校舎新築落成祝賀会

・大相撲巡業徳之島場所

・バレイショ選果場改築落成

・樟南第二高等学校創立 40周年記念式典
・緊急輸送に向かう陸上自衛隊ヘリ事故・隊員４名殉職

・戸籍電算システム稼働

・フェリーあけぼの就航セレモニー

・南西橋開通式

・トライアスロン大会三町共催 バイクコースが徳之島一周

・マリックスライン（株）「クイーンコーラルプラス」就航セレモニー

・高橋尚子選手記念碑除幕式・感謝のゆうべ

・さとうきび豊作１７年ぶりに大台 １０万トン突破記念大会

・徳之島～沖縄航空便就航（第一航空）

・徳之島ダム定礎式

・世紀の天体ショー 日食

・第１回ウォータースポーツ大会

・デマンド型交通「ユイ結いバス」運行開始

・県離島初海外直行チャーター便（台湾）

・森田美咲さん（北中３年）民謡中学生日本一に

・米軍基地普天間基地徳之島移設反対郡民大会

・米軍基地移設断固反対１万人集会

・徳之島３町長、総理官邸で鳩山首相等と面会

・徳之島～鹿児島間 ＪＡＬ（日本航空）ジェット便 運行終了

・徳之島～鹿児島間 ＪＡＣ（日本エアコミューター）のプロペラ機による

１日４往復に

・新設松原闘牛場が完成

・千間海岸にシャワー・トイレを整備

・宮崎県で発生した口蹄疫の影響で子牛セリ市３月から休止（７月再開）

・茶新品種（サンルージュ）初植え

・国勢調査 人口 6,653名・世帯数 2,841戸
・町内全域の光ファイバー整備により光通信とＡＹＴ（天城町ユイの里テレ
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（２０１１年）

平成２４年

（２０１２年）

平成２５年

（２０１３年）

平成２６年

（２０１４年）

平成２７年

（２０１５年）

平成２８年

（２０１６年）

ビ）を地上デジタル化

・岡前小学校新校舎落成

・徳之島中央家畜市場落成

・豪華客船「ふじ丸」 23,235トン 平土野港に寄港

・宮村美希さん（岡前小６年）民謡小学生日本一

・町制施行 50周年記念講演会「はやぶさ地球帰還」
・町営バンガロー供用開始

・トリトリデッキ完成

・ウンブキ周辺整備完成

・マンゴー奄美ブランド「ティダ王」展開

・南日本新聞と新聞活用協定

・ネパール国際交流団が来島

・松原西区集落があまみ地域づくり褒賞を受賞

・西阿木名集落老人会が地域美化・環境活動表彰の優秀賞を受賞

・三つの大型台風が連続して町内各地で大きな被害（台風 15号、16号、17
号）

・2020鹿児島国体「トライアスロン競技」開催決定
・徳之島自然保護官事務所開所

・徳之島空港開港 50周年「徳之島子宝空港」と命名
・デジタル防災無線施設竣工

・与名間分校「チャレンジかごしま」学校賞受賞

・プレミアムマンゴー「ティダ王」出発式

・ギニア共和国と徳之島３町友好交流協定締結

・三京分校「チャレンジかごしま」学校賞受賞

・クルーズ客船「ぱしふぃっくびいなす」平土野港寄港

・世界緑茶コンテスト 2014「サンルージュ茶」奨励賞受賞
・徳之島ダム完成

・Ｂ＆Ｇ海洋センター・プールリニューアルオープン

・方言フェスタ in徳之島（鹿児島国民文化祭）開催
・「みきょうぬくし特産品ショップ」オープン

・「わっきゃが広場」リニューアルオープン

・総合運動公園全天候型トラック完成で陸上競技教室

・国勢調査 人口 5,975名・世帯数 2,623戸
・あまぎゆいの里医療センター完成

・徳之島ダム畑かん通水式

・福士加代子選手来島 兼久小学校でふれあい会

・岡前小学校創立 120周年記念式典
・ネコ舎「ニャンダーランド」名付け親への授賞式
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平成２９年

（２０１７年）

平成３０年

（２０１８年）

令和元年

（２０１９年）

令和２年

（２０２０年）

令和３年

（２０２１年）

・矢沢永吉シークレットライブ開催

・NTTと災害対応の特設電話の設置・利用協定締結
・天城町防災センター完成

・天城町保健センター完成

・奄美群島国立公園指定

・徳之島－鹿児島間 ７年半ぶりジェット機就航

・KKBふるさと CM大賞 映像賞受賞

・当部集落に「茶処あがりまた」オープン

・JICA研修員来島
・Ｂ＆Ｇ艇庫リニューアルオープン

・兼久小学校新校舎落成

・天城小学校・兼久小学校創立 120周年
・ＪＡＣ奄美群島アイランドホッピングルート就航

・WBC世界フライ級王者 比嘉大悟選手徳之島キャンプ交流会

・樟南二高 地域環境を守るかごしま県民運動優秀団体表彰受賞

・天城町獣肉処理施設「山猪工房あまぎ」オープン

・与名間分校創立 100周年
・平成から令和へ

・全国闘牛サミット in天城町大会開催
・かごしま国体トライアスロン競技リハーサル大会開催

・ウンブキ「日本最大級の海底鍾乳洞」として報道

・総合運動公園グラウンド天然芝生化

・東京オリンピック・パラリンピック大会のホストタウンに登録

・天城町建設業光和会と災害時における応急対応に関する防災協定締結

・徳之島への恩返し 朝崎郁恵コンサート

・ウンブキから約 7,000年前の土器発見
・Ｂ＆Ｇ公園にホエールスライダー完成

・世界自然遺産奄美トレイル天城町エリア開通式

・徳之島３町と鹿児島大学との包括連携に関する協定締結

・かごしま国体トライアスロン競技延期

・新型コロナウイルス感染症拡大に伴い町内行事が中止

・小出義雄メモリアル天城クロスカントリーパーク記念碑建立

・国勢調査 人口 5,524名・世帯数 2,524戸
・世界自然遺産登録ＩＵＣＮ「登録適当」勧告

・樟南第二高等学校と包括的連携に関する協定締結

・第６次天城町総合振興計画（AMAGI-VISION）策定
・世界自然遺産登録決定

・東京オリンピックで文田健一郎選手（天城町３世）が銀メダル獲得
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天城町民憲章

わたしたちは、美しい自然と祖先の築いた歴史と伝統を受け継ぎ、子や孫に誇れる町
づくりのために、ここに町民憲章を定め、その実践に努めます。

一．わたしたち天城町民は、きまりを守り、力を合わせ平和な町をつくります。
一．わたしたち天城町民は、心と体を鍛え、明るい健康な町をつくります。
一．わたしたち天城町民は、自然を愛し、花や緑を育て、美しい町をつくります。
一．わたしたち天城町民は、仕事に励み、みのり豊かな町をつくります。
一．わたしたち天城町民は、進んで学び、香り高い文化の町をつくります。

｟昭和５６年７月１日制定｠
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